
  
当時まだ無名であった熊谷選手の快進撃は、現地マニラの新聞で大きく取り

あげられました。“The Manila Times”では、熊谷選手の名前とその素晴ら

しさが、幾度も大きい見出しになりました。左は当時の新聞記事です。 
 

大会中、準決勝＜ 熊谷 対 フォットレル (米国) 戦 ＞の大舞台で、拮抗した

試合展開のなか、ある出来事がおきます。 

フォットレル選手は第２セット、第３セットの終了時に休憩をとりました。 

しかし、第２セット後の休憩はルール違反です。重なる休憩で試合が長引

き、フォットレル選手のセット２－１リードで第３セットを終了したころに

は、日没が近くなっていました。第4セットは「セットの途中で日没中断した

場合は途中ゲーム数を無効にし、翌日、第４セットを始めから再開する」と

いう取り決めで行われることになりました。第４セット、５-２で熊谷選手が

リードしたところで、審判が中断を宣告しました。そして翌日､フルセットま

でもつれ込む接戦の末､熊谷選手は惜敗しました。 
 

マニラの観衆や新聞は、熊谷選手に不運な展開となった事に同情し、新聞紙

上では議論を呼びました。観衆は、熊谷選手の素晴らしいテニスの技量や

ボールに食らいつく熱意を賞賛し、相手がクラブハウスで水を浴びたり着替

えるなど休憩する間も熊谷選手は試合再開のため休まずにスタンバイをし続

け、中断やスコアの無効についても相手や審判に抗議しなかったスポーツマ

ンシップを讃えました。熊谷選手を表彰すべきだという運動も起きました。 
  

100年以上も昔の国際大会で、若い日本人選手のスポーツマンシップが、

異国の地で人々の心を動かしたのです。 

  藤沢市企画展『三觜進、日本初・学生テニス海外遠征』(後援：公財 日本テニス協会)より 作成：藤沢市郷土歴史課 協力：岡田邦子 

 191３年（大正２年）末、日本初となる学生による海外遠征が行われ、翌

１月にマニラで開催された東洋選手権大会へ出場しました。 
 

 のちに初代オリンピック・メダリストとなる熊谷選手は   シングルス準決

勝進出・ダブルス準優勝という快挙を成し遂げました 。 
  

      －その大会で、実はこんなことが起きていました－ 


